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評価

(延)ha A

ha C

百万円 E

(延)人 A

(延)人 A

(延)ha A

(延)ha D

③ 農業産出総額

- 7.0

④ 新規就農者数 8 18 18 19 28

1,321 1,319

90

12.0

80 100

93.00

※事務事業名の順番は、実施計画体系一覧に合わせてください。
※従として関連する事業は従欄に☆を記載してください。

（H32）

483 497

（H21）

現状値

23.3 16.7

510

11.5

512

（H29）（H27）

中間目標値 実績値

506.1

12.0

7.4

9870

H29計画値

H25実績値 H28実績値

実績値 最終目標値

7.4

49.35

8.0

15.99 47.00 30.86

H29実績値

①

②

第６期総合計画施策評価

　 担い手の育成・確保と農業基盤の整備を推進し、農産物などの生産性を高め、農業経営の安定化を図るとともに、森林
が持つ多面的機能を発揮させることで美しい森林づくりを進めるまちを目指します。

基本施策の目標

①

基本
事業

にぎわいと新たな活力を生み出すまち

H25計画値

基 本 目 標

基 本 施 策 安全で安心な作物を生産する農業を営み、美しい森林をつくるまちづくり

④

⑤

単位

基盤整備面積

有害鳥獣による被害面積

99 86 87

－ 502 507

－ 510

7.4 7.4 7.4

100

H28計画値

510

100 100 100

12.9

100 100

100 100

11

18.7 12.1 11.5

－ － 5

－ － 0

100 100 100

100 100 100

19

100

①

②
11.5

12.9 12.9

有害鳥獣による
被害面積（単位/ha）

有害鳥獣駆除等
委託事業

事業実施面積
（単位/ha）

耕作放棄地再生利用
緊急対策事業

担い手育成支援事業☆

基盤整備面積
（単位/ha）

活動率（単位/％）

耕作放棄地解消
面積（単位/ha）

②

関連事務事業の実績値

基本
事業

①

★

多面的機能支払交付
金事業（農地・水保全
管理支払交付金事業）

①

①

農業基盤整備促進事業

認定農業者数

耕作放棄地解消面積

施業（下刈、間伐、造林）面積

成果指標名

基本事業の成果指標

国営造成施設管理体
制整備促進事業

⑥

指標名

整備計画に対する
実行率（単位/％）

1,328

多面的機能支払交付
金事業（農地・水保全
管理支払交付金事業）

従

★

☆

☆

事務事業名

活動率（単位/％）



評価者所属・職・氏名
経済部長　福士勇治

評価年月日
平成31年2月21日

評価年月日
　平成31年2月19日

　認定農業者数や新規就農者数など複数の指標において計画値を上回っており、Ｔ
ＰＰ11や日欧ＥＰＡ対策、スマート農業の導入など、農業を取り巻く環境が大きく
変化するなか、関係機関と連携し事業が進捗していることから良好であるとした。
　なお、森林整備については、施業面積において計画値を下回っているが年々増加
傾向であり、平成31年度から施行される森林経営管理法に基づく管理を推進するも
のである。

評価者所属・職・氏名
経済部農政課　　課長　小林哲也

評　価 評価理由及び意見

　農業者の高齢化や従事者不足が進行しているが、農業算出総額が微減であり、基
本事業の認定農業者数や新規就農者数などが目標を達成していることから「良好で
ある」と評価した。
　ただし、今後も持続可能な農業の実現のためには、若い新規就農者の確保対策、
森林整備では、施業面積の増加に向けた対策の推進が求められる。

現在の問題や課題・施策を取り巻く環境の変化

　 農業者の高齢化や農業従事者不足により、今後益々担い手への農地の集積が加速するとともに、遊休農地の発生が
懸念される。
　 そのため、担い手が農地を集積しやすい環境整備（基盤整備の促進、スマート農業の推進）を進めることや消費者の求
める安全・安心な農産物の生産支援、ブランド化の促進が必要である。
　 また、農業者数を増加させる取り組みも重要と考える。
　 森林整備については、平成31年４月に施行される森林経営管理法に基づき、適正に管理されていない私有林の適正な
管理を推進する必要がある。

評　価 評　　　価　　　理　　　由

第１次評価

最終評価
評価年月日

平成31年4月4日
評価者
　　部長職（総合計画策定委員）で構成する施策評価チーム

第２次評価

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　基盤整備については、国の「農業基盤整備促進事業」の活用により、順調に整備面積が増加した。
　有害鳥獣による被害面積は、平成29年度に大幅に減少した。
　農業産出額は、若干の減少傾向にあるが、離農による農業者数の減少を考慮すると、まずまずの生産額と考え
る。
　認定農業者数は、最終目標をクリアしている。
　新規就農者数は、増加はしているものの、最終目標達成は厳しい状況である。
　耕作放棄地解消面積は、発生防止への取り組みが行われており、解消する面積が少なくなっている。
　森林施業面積は、施業を支援する補助事業等を森林組合と連携し啓発に努めたが、施業面積は増加傾向にある
ものの目標達成は厳しい状況。
　以上、目標値が達成されていない成果指標もあるが、近年の厳しい農業を取り巻く環境を鑑み、総合的に判断
し良好であると評価する。

今後の方向性・改善策

　 基盤整備については、道営事業の活用を含め積極的な推進に努める。
　 農作業の省力化、軽労化を進めるため、スマート農業に対する支援を進めるとともに、安全・安心な農作物の生産に対
する支援を継続する。
　 新規就農者を増加させる取り組みとして、「地域おこし協力隊」制度を活用した研修制度を継続し、農業関係の教育機
関との情報収集や情報提供を積極的に進める。
　 森林経営管理法に基づき、森林所有者が適切な森林の経営管理を行う責務があることを広く周知することにより、森林
所有者による適切な森林管理を推進するとともに、森林所有者自らが経営管理を実行できない場合は、市が経営管理を
受託し適切な管理を実施する。
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　5-1 別紙関連事務事業の実績値

成果指標名
H25計画値 H28計画値 H29計画値

H25実績値 H28実績値 H29実績値

基本
事業

従

交付対象面積
（単位/a）

560 1,026 1,026

748 5,237 6,065

狩猟免許取得
者数（単位/人）

- 24 29

- 17 19

有害鳥獣による
被害面積（単位/ha）

- 11.5 11

- 12.1 11.5

整備計画に対する
実行率（単位/％）

100 100 100

99 86 87

当該事業対象農地
の耕作放棄地発生
防止率（単位/％）

100 100 100

100 100 100

当該事業対象農地
の耕作放棄地発生
防止率（単位/％）

100 100 100

100 100 100

貸付資金投入率
（単位/％）

100 100 100

100 100 100

乳量増加率
（単位/％）

100 100 100

100.2 114.9 100.4

農業共済組合加入
率（単位/％）

100 100 100

100 100 100

乳量増加率
（単位/％）

100 100 100

100.2 114.9 100.4

農民協議会加入者
数（単位/戸）

290 290 290

283 264 258

交付申請率
（単位/％）

100 100 100

100 100 100

売上目標達成率
（単位/％）

100 100 100

0 0 0

事務事業名

② ★
環境保全型農業直接
支払交付金事業

②
狩猟免許取得
助成事業

有害鳥獣対策連絡
協議会支援事業

② ☆
国営造成施設管理
体制整備促進事業

② ☆
中山間地域等直接
支払交付金事業

②

中山間地域等直接
支払交付金事業

③ ★
農業経営資金
貸付事業

③ 乳牛検定助成事業

③ ★

家畜診療助成事業

③
優良種雄牛精液購入

助成事業

③
農民協議会
活動促進事業

③

経営所得安定対策直接
支払推進事業（農業者個
別所得補償制度推進事

業）

③
農業6次産業化
整備促進事業

③



　5-1 別紙関連事務事業の実績値

成果指標名
H25計画値 H28計画値 H29計画値

H25実績値 H28実績値 H29実績値

基本
事業

従 事務事業名

当該事業を活用した
新設・更新棟数
（単位/棟）

- 21 23

- 0 0

堆肥施用運搬量
（単位/t）

- 216 216

- 170 120

肥料施用面積
（単位/ha）

- 70 70

- 90.2 172

水稲種子温湯
殺菌消毒利用率
（単位/％）

- - 30

- - 47.8

クリーン農業取組圃
場面積（単位/a）

- - 9,755

- - 12494.8

認定農業者数
（単位/人）

76 82 84

64 100 98

新規就農者数
（単位/人）

14 20 22

18 16 19

耕作放棄地解消面
積（単位/ha）

12.9 12.9 12.9

7.4 7.4 7.4

申請した農業生産法
人の作業受託面積

（単位/ha）

- - 40

- - 0

当該事業を活用した
就農等人数
（単位/人）

- - 1

- - 0

当該事業を活用した
農業後継者数
（単位/人）

- - 1

- - 0

事業実施面積
（単位/ha）

- - 5

- - 0

認定農業者数
（単位/人）

76 82 84

64 100 98

③
施設野菜資材
購入助成事業

施設野菜等堆肥
購入助成事業

③
稲作農業振興
助成事業

③
水稲種子温湯殺菌
消毒補助金事業

③

農地土壌分析
補助金事業

③ ☆
認定農家支援資金
利子補給事業

③ ☆ 新規就農者支援事業

③

耕作放棄地再生利用
緊急対策事業

③ ☆
農作業受託組織支援
事業（農業生産法人育

成支援事業）

③ ☆ 農業体験事業

③ ☆

農業後継者Uターン
支援事業

③ ☆ 担い手育成支援事業

④ ★
認定農家支援資金
利子補給事業

③ ☆

22

18 16 19
④ ★ 新規就農者支援事業

新規就農者数
（単位/人）

14 20



　5-1 別紙関連事務事業の実績値

成果指標名
H25計画値 H28計画値 H29計画値

H25実績値 H28実績値 H29実績値

基本
事業

従 事務事業名

1

1 3 1

1

3.3 0 4

⑥
森林作業員就業
条件整備事業

就労者数（単位/人）
1 1

-

- 0 1

⑥ ★
未来につなぐ森づくり

推進事業
施業面積（造林）
（単位/ha）

1 1

40

- - 0

⑥ ★
公的分収林
整備促進事業

除間伐実施面積
（単位/ha）

- 5.8

5

- - 0

⑤ ☆
農作業受託組織支援
事業（農業生産法人育

成支援事業）

申請した農業生産法
人の作業受託面積

（単位/ha）

- -

12.9

7.4 7.4 7.4

⑤ ★ 担い手育成支援事業
事業実施面積
（単位/ha）

- -

100

100 100 100

⑤ ★
耕作放棄地再生利用

緊急対策事業
耕作放棄地解消面
積（単位/ha）

12.9 12.9

1

- - 0

④ ☆
農業経営資金
貸付事業

貸付資金投入率
（単位/％）

100 100

1

- - 0

④ ★
農業後継者Uターン支

援事業

当該事業を活用した
農業後継者数
（単位/人）

- -

22

18 16 19

④ ★ 農業体験事業
当該事業を活用した

就農等人数
（単位/人）

- -

40

- - 0

④ 青年就農給付金事業
新規就農者数
（単位/人）

14 20

④ ★
農作業受託組織支援
事業（農業生産法人育

成支援事業）

申請した農業生産法
人の作業受託面積

（単位/ha）

- -



5

2

評価

事業所 E

百万円 E

人 C

（延）社 B

基本事業の成果指標

商工会議所
活動促進事業

商業街路灯設置・
維持費助成事業

従

指標名 単位

市内事業所数

☆

小売業年間商品販売額（中心市街地区域）

事務事業名

まちなか平日通行量

誘致・事業拡大企業数

成果指標名

まちなか平日通行量
（単位/人）

事業所数
（単位/箇所）

受講研修者数
（単位/人）

ふるさと納税返礼品
「すながわスイーツ」

の数（単位/件）

商工会議所会員数
（単位/件）

日平均利用台数
（単位/台）

②

関連事務事業の実績値

基本
事業

①

人材育成支援事業

①

①

商工業金融対策事業
（保証融資利子補給

事業）

スイートロード事業

30

②

②

砂川SAスマート
インターチェンジ
利用促進事業

☆

小売業年間商品販
売額（単位/百万円）

商業街路灯設置・
維持費助成事業

3,900 4,400

- -

4,400

4,027 4,013 3,532

16,200

14,409 13,828 13,954

16,200

500

- - 462

15,202

1,000

- - 719

- -

H25実績値

30 30

0 25 23

（H24計画値）　902 （H27計画値）　902 （H27計画値）　902

（H24実績値）　850 （H27実績値）　883

415 415 415

409 406 392

（H27実績値）　883

H25計画値

基 本 目 標

基 本 施 策 商工業の振興でにぎわいと活気をもたらすまちづくり

②

③

4,400 4,039

H28計画値 H29計画値

第６期総合計画施策評価

市内企業の支援や新たな企業立地を促進するとともに、消費者ニーズに対応した商業の振興を図ることで、にぎわいと
活気があふれるまちを目指します。

基本施策の目標

①

基本
事業

にぎわいと新たな活力を生み出すまち

①

②

H28実績値 H29実績値

157

3,5323,228

実績値 最終目標値

9- 8

実績値

883

16,200 16,20014,154

883

13,954

902

4,400

※事務事業名の順番は、実施計画体系一覧に合わせてください。
※従として関連する事業は従欄に☆を記載してください。

（H32）

902 902

（H21）

現状値

15,202

（H29）（H27）

中間目標値



第２次評価

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　人口減少と消費者の高齢化が進むなか、すべての指標において中間目標値を下
回っているものの、各種事務事業における直近の実績値では、小売業年間商品販売
額の微増、まちなか平日通行量及び砂川商店会連合会加盟店数における横ばいな
ど、施策としてはある程度の効果が認められるため、普通と評価した。

今後の方向性・改善策

　現在も商店経営者向けに事業承継についてのセミナーを開催するなど、円滑に事業を承継し新陳代謝を図る取り組み
を進めているが、空き店舗増加の抑制を図るには、セミナー開催と並行して、「創業しやすい環境を整え、商業者を増や
し、商店の新陳代謝を図ることが重要であることから、創業希望者に創業場所を情報提供するための「空き店舗情報の
見える化」を進めるため、空き店舗所有者に対して、空き店舗情報の詳細や今後の意向、空き店舗情報の公開の希望有
無を伺うためのアンケート調査を実施し、調査結果に基づきデータベース化し、商工会議所との共有化を図り空き店舗抑
制に取り組む。

第１次評価

最終評価
評価年月日

平成31年4月4日
評価者
　　部長職（総合計画策定委員）で構成する施策評価チーム

評　価 評価理由及び意見

　当市に限らず全国的にも中小企業を取り巻く環境が厳しさを増しているなか、中小企業
等振興条例や企業振興促進条例に基づく支援制度の拡充など着実に企業支援が実施さ
れており、スイートロード事業の展開により活力ある企業も育っているが、一方では、経営
者の高齢化や後継者不足等により衰退する商業者や空き店舗対策などの遅れ、更には
企業誘致の状況から「普通である」と評価した。

現在の問題や課題・施策を取り巻く環境の変化

　全国的に中小企業の経営者が高齢化し、後継者不足となっている状況のなか、平成30年度に実施した「砂川商店会連
合会アンケート調査結果」によると、商店の54％が後継者がいなく自分の代で廃業予定といった結果となっており、経営
者の高齢化（後継者不足）に伴う廃業による空き店舗の増加が想定されることから、如何にして円滑に事業を承継し新陳
代謝を図り、商店会を維持させるかが課題である。

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　人口減少、消費者の高齢化、さらに経営者の高齢化や後継者不足が進展していること
などから商工業を取り巻く環境の厳しさが伺える実績値となっているが、平成２６年度に
改正した中小企業等振興条例に基づく融資制度による支援や商工会議所や商店会連合
会と連携した事業承継事業や創業支援事業が着実に推進されていることから普通とし
た。

評価者所属・職・氏名
商工労働観光課長　　為國修一

評価年月日
平成31年2月12日

評価者所属・職・氏名
経済部長　福士勇治

評価年月日
平成31年2月13日

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 



　5-2 別紙

まちなか平日通行量
（単位/人）

3,900 4,400 4,400

4,027 4,013 3,532

企業訪問事業

②
商店街空き店舗等

対策事業

③

②

優良建築物等
整備事業

③
企業振興促進
対策事業

③
企業誘致推進事業
（東京砂川会）

② ☆

創業支援事業

② ☆
商工業金融対策事業
（保証融資利子
補給事業）

② ☆
市立病院周辺
環境整備事業

②

事務事業名

② 商店街ふれあい事業

② スイートロード事業

商店街空き店舗等
対策事業

小売業年間商品販
売額（単位/百万円）

15,202 16,200 16,200

14,409 13,828 13,954

誘致・事業拡大した
企業数（単位/社）

2 1 2

4 0 2

市の発展に繋がる情
報提供数（単位/件）

1 1 1

0 0 0

投資額（百万円/件）
300 300 300

1,332 0 134

制度の利用件数
（単位/件）

- - -

0 0 0

事業実施率
（単位/％）

50.0 75.0 75.0

50.0 50.0 75.0

事業所数
（単位/箇所）

（H24計画値）　902 （H27計画値）　902 （H27計画値）　902

（H24実績値）　850 （H27実績値）　883 （H27実績値）　883

創業支援事業に基づ
く新規創業件数
（単位/件）

- - 1

- - 1

ふるさと納税返礼品
「すながわスイーツ」
の数（単位/件）

- - 1,000

- - 719

砂川商店会連合会
加盟店数（単位/件）

102 102 102

85 89 89

関連事務事業の実績値

成果指標名
H25計画値 H28計画値 H29計画値

H25実績値 H28実績値 H29実績値

基本
事業

従



5

3

評価

（延）件 C

※事務事業名の順番は、実施計画体系一覧に合わせてください。
※従として関連する事業は従欄に☆を記載してください。

（H32）

- 6

（H21）

現状値

8 11

（H29）（H27）

中間目標値 実績値

3

実績値 最終目標値

H29計画値

H25実績値 H28実績値 H29実績値

①

第６期総合計画施策評価

異業種間の連携や交流を図り、地域資源や地域産業を活かした製品づくりや共同研究などを通じて、地場産業を活性化
させるまちを目指します。

基本施策の目標

①

基本
事業

にぎわいと新たな活力を生み出すまち

H25計画値

基 本 目 標

基 本 施 策 新たな産業創出の可能性を広げるまちづくり

単位

異業種連携取り組み数

事務事業名

3 7 8

（H24計画値）　902 （H27計画値）　902 （H27計画値）　902

（H24実績値）　850 （H27実績値）　883

H28計画値

（H27実績値）　883

3 7 8

-

4 - -

- 1,000

- - 719

-

（H23計画値）　8 -

①

①

商工業金融対策事業
（保証融資利子補給

事業）

雇用創出推進事業
（ふるさと雇用

再生事業）

事業所数
（単位/箇所）

ふるさと納税返礼品
「すながわスイーツ」

の数（単位/件）

雇用された失業者数
（単位/人）

関連事務事業の実績値

基本
事業

①

スイートロード事業

成果指標名

基本事業の成果指標

農商工連携促進事業

指標名

異業種連携取り組み
数（単位/（延）件

従

☆

☆

☆



評価者所属・職・氏名
経済部長　福士勇治

評価年月日
平成31年2月13日

　異業種連携取り組み件数は、平成29年度には計画値に達している。また、平成29
年度に着手した「地域ブランド構築事業」による異業種連携が進んでいることから
良好であるとした。

評価者所属・職・氏名
商工労働観光課長　　為國修一

評価年月日
平成31年2月12日

評　価 評価理由及び意見

　異業種連携取り組み件数は、平成29年度には計画値に達しているものの、その取
り組みを通じたその後の商品化に結びついていないことから「普通である」と評価
した。
　今後は、異業種連携取り組みによる商品化、更には平成29年度に着手した「地域
ブランド構築事業」での異業種連携と新商品開発が求められる。

現在の問題や課題・施策を取り巻く環境の変化

　市内中小企業者が大企業との間での市場競争を個社で勝ち抜くことは、経営資源等の差により非常に困難な状況にあ
ることから、大企業と競い合うには、地域の特性を見直し、農業・商業・工業他のすべての異業種の連携により地域ブラン
ドを構築し、如何にして地域外に開発商品を流通させ、市内経済の活性化を図るかが課題である。

評　価 評　　　価　　　理　　　由

第１次評価

最終評価
評価年月日

平成31年4月4日
評価者
　　部長職（総合計画策定委員）で構成する施策評価チーム

第２次評価

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　成果指標である「異業種連携取り組み数」について、中間評価時実績値の約3倍
近くの件数となっており、最終目標値に近づいてきていることから、好調と評価し
た。

今後の方向性・改善策

　異業種間の連携を図り、砂川市の優れた資源を活用して新商品を開発するため、平成29年度から事業として着手して
いる「地域ブランド構築事業」を如何にして軌道に乗せていくかが、地域経済の活性化と地域産業の振興に寄与するもの
と考えている。

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 



5

4

評価

人 A

事業所 E

基本事業の成果指標

砂川地域通年雇用
促進協議会負担金

労働振興費
交付金事業

従

指標名 単位

季節労働者数

共済会加入事業者数

事務事業名 成果指標名

組合員数（単位/人）

市民利用者数
（単位/人）

就業率（単位/％）

市内の就職人数
（単位/人）

季節労働者数
（単位/人）

会員数（単位/人）

②

関連事務事業の実績値

基本
事業

①

シルバー人材センター
支援事業

①

①

中空知職業訓練
センター協会負担金

若年者就労支援事業

100.0

②

②

勤労者共済会
交付金事業

雇用された失業者数
（単位/人）

雇用創出推進事業
（ふるさと雇用

再生事業）

1,000 1,000

1,100 1,100

1,000

902 936 949

-

4 - -

-

1,100

1,041 988 982

（H23計画値）　8

415

- - 367

- -

H25実績値

100.0 100.0

95.2 89.9 95.5

975 975 975

569 686

339 318 311

281 200 186

903

H25計画値

基 本 目 標

基 本 施 策 安心して働くことができるまちづくり

H28計画値 H29計画値

第６期総合計画施策評価

雇用の機会を確保し、安心して働くことができる労働環境の充実したまちを目指します。

基本施策の目標

①

基本
事業

にぎわいと新たな活力を生み出すまち

①

②

H28実績値 H29実績値

実績値 最終目標値実績値

214

88 8883

186

81

296

※事務事業名の順番は、実施計画体系一覧に合わせてください。
※従として関連する事業は従欄に☆を記載してください。

（H32）

354 326

（H21）

現状値

88

（H29）（H27）

中間目標値



第２次評価

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　砂川地域通年雇用促進協議会の積極的な活動により季節労働者数が順調に減少し
てきており、最終目標値を下回り、現時点で達成している状況にある。また、若年
者の市内就職者数においても平成29年度実績値が計画値の9割程度達成しているこ
となどから、良好と評価した。

今後の方向性・改善策

　引き続き、季節労働者の常用雇用に向けた様々な支援活動を砂川地域通年雇用促進協議会が主体となって取り組み
を進めていく。また、若年者就労支援事業であるジョブスタ事業については、地方創生事業として3年が経過することか
ら、今後においても着実に事業を展開していくこととする。さらに外国人労働者の受け入れに関する需要を的確に把握し、
効果的な事業の展開を検討していくこととする。

第１次評価

最終評価
評価年月日

平成31年4月4日
評価者
　　部長職（総合計画策定委員）で構成する施策評価チーム

評　価 評価理由及び意見

　労働力の流出や、企業が労働力を確保するため通年雇用を図っていることから季
節労働者数が計画値を下回っている。また、平成28年度開始の若年者就労支援事業
（ジョブスタート事業）は、今後における若年者の地元定着に期待できるものであ
るが、慢性的な企業の人材不足は解消されていないことから普通とする。
また、今後は、不足する労働力を担ってもらう外国人労働者の的確な把握と対策が
求められる。

現在の問題や課題・施策を取り巻く環境の変化

　ハローワーク砂川出張所管内の平成30年12月末現在の有効求人倍率は、1.91倍となっており、依然として労働力不足
を示している。また、砂川市内の企業活動の活性化を図るため、若年者の地元定着が喫緊の課題となっている。加えて、
建設業の一部企業においては、労働力確保の手法として外国人労働者の受け入れを検討している状況にある。
　そのようななか、若年者の地元定着では砂川高校の生徒を対象としたジョブスタート事業の着実な事業展開と外国人労
働者受入に向けた事業の実施等を検討していく必要がある。

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　労働環境や雇用環境が大きく変化しているなか、季節労働者数が減ってきてお
り、計画値に達している。また、平成２８年度から砂川高校、市内企業、行政が連
携し若年者就労支援事業（ジョブスタート事業）を実施し若年者の地元定着を図っ
ていることから良好であるとした。

評価者所属・職・氏名
商工労働観光課長　　為國修一

評価年月日
平成31年2月12日

評価者所属・職・氏名
経済部長　福士勇治

評価年月日
平成31年2月13日

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 



5

5

評価

千人/年 E

千人/年 E

回/年 E

件/年 A

箇所 B

基本事業の成果指標

観光協会活動
促進事業

③

観光客誘致
環境整備事業

従

指標名 単位

市全体の観光入込客数

☆

☆

砂川ハイウエイオアシス館以外の観光入込客数

事務事業名

ボランティア観光ガイドを行うツアー誘致数

観光(商工労働観光課）ホームページへのアクセス数

観光パンフレット配置施設数

成果指標名

市全体の観光入込
客数（単位/千人）

市全体の観光入込
客数（単位/千人）

倉庫使用イベント団
体のイベント実施数

（単位/件）

観光入込客数
（単位/千人）

市全体の観光入込
客数（単位/千人）

ふるさと納税返礼品
「すながわスイーツ」

の数（単位/件）

②

関連事務事業の実績値

基本
事業

①

イベント用物品倉庫
建設事業

①

①

納涼花火大会
支援事業

ふるさと名物を活用
した観光振興事業

-

①

①

スイートロード事業

観光パンフレット設置
施設数（単位/件）

観光宣伝事業

1,901 1,934

- -

1,943

1,367 1,209 1,412

182

115 150 147

182

1,000

- - 719

130

1,264

- - 1,412

- -

H25実績値

- 6

- - 9

1,901 1,934 1,943

1,367 1,412

1,901 1,934 1,943

1,367 1,209 1,412

1,209

H25計画値

基 本 目 標

基 本 施 策 人々に癒しと安心感をもたらす、魅力あふれるまちづくり

②

③

16 0

H28計画値 H29計画値

第６期総合計画施策評価

地域の多彩な観光資源を活かし、訪れる多くの観光客に癒しと安心感をもたらす、魅力的なまちを目指します。

基本施策の目標

①

基本
事業

にぎわいと新たな活力を生み出すまち

①

①

25 182 150

H28実績値 H29実績値

8,700

182

11,919

013

実績値 最終目標値

12,1988,251 8,500

実績値

1,234

577

147

590396

1,412

390

1,970

16

※事務事業名の順番は、実施計画体系一覧に合わせてください。
※従として関連する事業は従欄に☆を記載してください。

（H32）

1,873 1,926

（H21）

現状値

561

（H29）（H27）

中間目標値



第２次評価

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　市全体の観光入込客数は目標値を下回っているが、観光客の誘客とまちなか回遊
事業を実施するとともに、観光入込客数の適正な把握のため調査地点の見直しを
行ったことなどから、平成29年度は目標値の7割程度を達成し、今後も増加が見込
まれる状況にある。
　また、観光(商工労働観光課）ホームページへのアクセス数は、目標値を達成し
ており、観光パンフレットの配置施設数も8割程度達成していることから良好と評
価した。

今後の方向性・改善策

　平成29年度より地方創生推進交付金を受けて実施している「ふるさと名物を活用した観光振興事業」を柱に、観光協会
やスイートロード協議会、インバウンド受入協議会、滝川砂川着地型観光推進協議会などの関係機関と連携し、広報PR、
広告宣伝などを行い、観光客の誘客や、受け入れ体制の整備を推進する。

第１次評価

最終評価
評価年月日

平成31年4月4日
評価者
　　部長職（総合計画策定委員）で構成する施策評価チーム

評　価 評価理由及び意見

　観光(商工労働観光課）ホームページのリニューアルによりアクセス件数が目標
値を上回り、広く情報発信につながっている。また、観光入込客数は、目標値を下
回る中、砂川観光協会やスイートロード協議会などと事業を推進することで増加傾
向にあるものの、その７割以上が砂川ハイウェイオアシス館であり、「まちなか」
への誘客が進んでいないことから「普通である」と評価した。
　子どもの国やオアシスパーク、スイートロードなどの観光資源や義士祭などを活
用した「まちなか」への誘客が求められる。

現在の問題や課題・施策を取り巻く環境の変化

　観光入込客数のうち、7割がハイウエイオアシス館に立ち寄る現状から、ハイウエイオアシス館からまちなかへ誘導する
手段が求められている。また、北海道における外国人観光客は年々増加しており、砂川市においても外国人観光客の誘
客が進み始めていることから、観光協会やインバウンド受入協議会などと連携し、受け入れ体制について検討が必要と
なっている。
　ボランティア観光ガイドを行うツアー誘致数は平成23年度以降実績がなく、団体旅行から個人旅行へ移行している現状
や、ボランティアガイドから有償ガイドへの転換など、現状に応じた対策が必要である。

評　価 評　　　価　　　理　　　由

　観光(商工労働観光課）ホームページへのアクセス数が市ＨＰのリニューアルに
より大きく目標値を上回っており、広く情報発信につながっている。また、観光入
込客数は目標値を下回っているものの、砂川観光協会やスイートロード協議会など
と事業を推進することで増加傾向にあることから良好であるとした。

評価者所属・職・氏名
商工労働観光課　副審議監　岩淵真里子

評価年月日
平成31年2月18日

評価者所属・職・氏名
経済部長　福士勇治

評価年月日
平成31年2月18日

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 

 普通である 

 良好である 

 極めて良好である 

 問題がある 

 極めて問題がある 



　5-5 別紙

観光宣伝事業

③ ☆ スイートロード事業

③

事務事業名

② ☆ スイートロード事業

② ☆ 観光宣伝事業

ふるさと納税返礼品
「すながわスイーツ」

の数

- - 1,000

- - 719

観光パンフレット
設置施設数

130 182 182

115 150 147

観光パンフレット
設置施設数

130 182 182

115 150 147

ふるさと納税返礼品
「すながわスイーツ」

の数

- - 1,000

- - 719

関連事務事業の実績値

成果指標名
H25計画値 H28計画値 H29計画値

H25実績値 H28実績値 H29実績値

基本
事業

従


